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（背景・目的） 
農林水産省では野生いのししを介した豚熱（CSF）の拡散防止対策として、わ

が国の 23 都府県で野生いのししに対して経口ワクチンを散布している。この経口

ワクチンはドイツからの輸入に依存しており、対策が長期化する可能性を考慮す

ると、経口ワクチンを安定的に供給できる体制が望ましい。 

このため本研究課題では、いのしし用 CSF 経口ワクチンの継続使用とその散

布地域の拡大に対しても安定的に供給できるような CSF 経口ワクチンの国内製

造体制を構築することを目的とする。 

１．経口ワクチンに適したウイルス株の作出 

２．国内での使用に適したベイト剤等の開発 

３．試作経口ワクチンの効果確認 

これにより、国産 CSF 経口ワクチンの試作品を開発し、その有効性を、豚（可

能であればいのしし）を用いて確認することを達成目標とする。 

 

（研究項目） 
①経口ワクチンに適したウイルス株の作出  
②国内での使用に適したベイト剤等の開発 
③試作経口ワクチンの効果確認 

・経口ワクチンに適したウイルス株の作出に関しては GPE-株の経口投与での

免疫応答は確認できたが、輸入ワクチンのウイルス株である C 株との比較で

は、その効果は劣るようである。また、新規株化細胞の検索では、候補となる

株化細胞は見つかったが、既存のモルモット腎初代細胞よりも豚熱ウイルス

の増殖効率は低かった。これら 2 点の改善、あるいは別なワクチン候補ウイ

ルス株の作出は、国産経口ワクチン作出に極めて重要で特に注力する必要

がある。 

 

・GPE-株の免疫応答の改善が見られない場合には、別のワクチン候補ウイル

ス株の作出も含めた見直しが必要で、今後、臨機応変な対応が求められる。 

 

・豚由来の新規株化細胞の検索では、現行の少なくとも 10 倍以上の高いウイ

ルス含有量のウイルス原液を得る改善が必要で、その検討は急務である。 

 

・経口ワクチンに適したウイルス株の作出については、現在の GPE-株を経口

投与するだけでは十分な免疫を付与できない可能性に直面している。GPE-

株の経口による免疫を強化するアジュバントの利用、また別の候補ウイルス

ワクチン株の利用も検討すべきかもしれない。他方、細菌ベクターワクチンは

マウスでの効果が示されていることから、豚の経口投与試験に期待する。 

 

・国内での使用に適したベイト剤の開発については、既にベイト剤及び封入素

材候補が完成しており、今後の実用化に向けた更なる取組が期待される。 
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＜総括評価の説明＞ 
A：研究実施計画どおり、又は計画以上に進捗しており、引き続き運営チームと連携し、継続して研究を実施することが妥当である。 

B：研究の進捗は遅れているが、一層の努力により研究を実施すれば、研究目標の達成は可能と見込まれる。 

C：研究の進捗が遅れており、運営チームと協議し、研究実施計画を見直した上で研究を実施することが妥当である。 

D：研究計画を見直しても目標を達成できる見込みが低いことから、研究課題を中止することが妥当である。 


